
立ち上がりスピード ブレーキスピード

→ →
（1回点滅）

例）設定が[1]の場合

③  トルクボタンを押し終えたら、再び、設定
している状態に合せて確認ランプが点滅
し、さらに2秒点灯後に終了します。

（2秒点灯）（消灯/終了） （消灯/終了）

→ →
（2秒点灯）

③  ブレーキボタンを押し終えたら、再び、
設定している状態に合せて確認ランプが
点滅し、さらに2秒点灯後に終了します。

例）設定が[3]の場合

（3回点滅）

①  トルクボタンのＨボタンまたはＬボタ
ンを押すと、現在、設定している状態が
確認ランプの点滅回数で表示されます。

→
（3回点滅）

例）設定が[3]の場合

TORQUE
L H

→

②  その後、2秒点灯している間にトルク
ボタンのＨボタンまたはＬボタンを押し
て、状態を変更してください。

TORQUE
L H

①  ブレーキボタンのFボタンまたはSボタ
ンを押すと、現在、設定している状態が
確認ランプの点滅回数で表示されます。

→
（5回点滅）

例）設定が[5]の場合

BRAKE
S F

→

②  その後、2秒点灯している間にブレーキ
ボタンのFボタンまたはSボタンを押し
て、状態を変更してください。

BRAKE
S F

[S
スタート

TART･S
ストップ

TOP]を押してから、ターンテーブルが定速回
転になるまでの時間を３段階で調整できます。
Ｈボタンを押すとトルク（回す力）が強くなり、回転が安定
するまでの時間が短くなります。
（工場出荷時は、[３]の一番強い設定になっています。）

[S
スタート

TART･S
ストップ

TOP]を押してから、ターンテーブルが停止す
るまでの時間を５段階で調整できます。
（ブレーキの強さを変更できます。）
（ 工場出荷時は、[５]の一番速く停止する設定になってい
ます。）
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ダイレクトドライブターンテーブルシステム

品番：SL-1200GR

ターンテーブルの立ち上がりスピード／ブレーキスピードの調整方法

TORQUE

BRAKE
S F

L H

確認ランプ

ブレーキボタン （[1]～[5]）
　S（スロー） .............ブレーキスピードを遅く（-1）
　F（ファースト） ......ブレーキスピードを速く（+1）

トルクボタン （[1]～[3]）
　L（ロー） ..................トルクを弱く（-1）
　H（ハイ） .................トルクを強く（+1）

 ●ボタンの中心を軽く押してください。

（2秒点灯） （2秒点灯）


